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2021年 10月 31日(日)礼拝メッセージ(雅歌⑮) 

聖書箇所：雅歌 8章 5～7節 

タイトル：「愛は死のように強く」 

 

 いよいよ雅歌からのメッセージも、今回を含めてあと 2回となりました。きょうのところ

からまた場面が変わります。最後の場面です。きょうは、「愛は死のように強く」というタ

イトルでお話します。 

 

 Ⅰ．そこは産みの苦しみをした所(5) 

 

まず、5 節の前半の部分をご覧ください。「自分の愛する方に寄りかかって、荒野から上

って来る女の人はだれでしょう。」 

 

これは、エルサレムの娘たちのことばです。3章 6節にも「煙の柱のように荒野から上っ

て来るのは何だろう」とありましたが、それは花嫁ことを指していました。花嫁は荒野から

上って来る者です。それはキリストの花嫁であるクリスチャンのことを指しています。クリ

スチャンは罪の荒野から上って来た者なのです。キリストが私たちを罪の荒野から救い出

してくださいました。その特徴は何かというと、「自分の愛する方に寄りかかって」いるこ

とです。キリストの花嫁であるクリスチャンは、愛する主に寄りかかって荒野から上って来

るのです。感謝ですね。 

 

そして、5節の後半をご覧ください。ここには「私はりんごの木の下であなたの目を覚ま

させた。そこは、あなたの母があなたのために産みの苦しみをした所。そこは、あなたを産

んだ人が産みの苦しみをした所。」とあります。これは花婿のことばです。花婿が花嫁に、

私はりんごの木の下であなたの目を覚まさせた、と言っているのです。どういうことでしょ

うか。 

 

このりんごの木の下とは、花婿と花嫁が出会った場所です。そのりんごの木の下で花婿は

彼女の目を覚まさせました。そこはどういう所ですか。「そこは、あなたの母があなたのた

めに、産みの苦しみをした所。そこは、あなたを産んだ人が産みの苦しみをした所。」です。

つまり、そこは彼女が生まれた所です。それは、クリスチャンにとっては十字架のことであ

ると言えます。私たちはそこで新しく生まれ、目を覚まさせていただきました。それまでは、

自分は何一つ悪いことなどしたことがないまともな人間だと思っていたのに、十字架の下

でキリストに出会ったとき、「ああ、私は本当に罪深い人間だ。そのためにイエスが身代わ

りとなって死んでくださったんだ」ということがわかったのです。それまではわかりません

でした。自分ほど良い人間はいないと思っていたのです。私たちはみなイエス様に出会うま



2 

 

ではそのように思っています。しかしイエス様に出会い、イエス様が産みの苦しみをしてく

ださった所で、私たちの目が覚ましていただき、はっきりわかるようになりました。そして

私たちは、新しく生まれ変わることができたのです。そこがあなたの生まれた所。そこがあ

なたの信仰の原点なのです。 

 

私たちはイエス様と出会った木の下で自分の罪に向き合うとき、そして私たちを産んで

くださった十字架の下に近づくとき、そこで信仰の原点を見出すことができるのです。もう

この方から離れません。本当の意味での花婿イエス様との人生のスタートを切ることがで

きるのです。あなたはどうでしょうか。 

 

Ⅱ．愛は死のように強く(6) 

 

次に、6節をご覧ください。「封印のように、私をあなたの胸に、封印のように、あなたの

腕に押印してください。愛は死のように強く、ねたみはよみのように激しいからです。その

炎は火の炎、すさまじい炎です。」 

 

これは花嫁のことばです。花嫁はここで、「封印のように、私をあなたの胸に、封印のよ

うに、あなたの腕に押印してください。」と言っています。「封印」とは、手紙などの封じ目

に印を押すことです。実際には、封じ目に「〆
しめ

」とか「封
ふう

」、「緘
かん

」などと書いたり印を押し

たりしますが、あれです。その封印には二つの意味がありました。 

 

一つは決して解かれることがないということです。ですからここで花嫁が「封印のように、

私をあなたの胸に、封印のように、あなたの腕に押印してください」と言っているのは、互

いの愛が決して解かれることがないようにしてくださいということです。私はあなたのも

のです。そしてあなたは私のものです。私たちは互いのものなのです。それはもう解かれる

ことはありません。たとえ死んでも、です。花嫁はここで「愛は死のように強く」と言って

いるのはそのことです。彼女の愛は死んでも解かれることがありません。それほど強いので

す。すごいですね、夫婦は生きている間だけでもフーフーしているのに、死んでも解かれた

くないと強く願うほどの愛を持っているのですから。決して離れることがないように、決し

て解かれることがないように、あなたの胸にしっかり刻み付けてください。あなたの腕にし

っかり押印してくださいと切望しているのです。 

 

「封印」のもう一つの意味は、契約の確かな保証です。封印とは「証印」と訳すこともで

きます。はんこですね。それは、契約の確かな保証を表しています。私たちも何らかの契約

をするとき互いに押印しますが、それはその契約の確かさを保証しているわけです。ですか

ら「封印のように、私をあなたの胸に、封印のように、あなたの腕に押印してください」と
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は、自分をはんこのように花婿の胸に、花婿の腕に押してくださいということです。どんな

ことがあっても決して離れることがないと保証してくださいと願っているのです。 

 

私たちにもそのようなはんこが押されているのを知っていますか。エペソ 1章 13～14節

にこうあります。「このキリストにあって、あなたがたもまた、真理のことば、あなたがた

の救いの福音を聞いてそれを信じたことにより、約束の聖霊によって証印を押されました。

聖霊は私たちが御国を受け継ぐことの保証です。このことは、私たちが贖われて神のものと

され、神の栄光がほめたたえられるためです。」 

ここには、「約束の聖霊によって証印が押されました」とあります。私たちは真理のこと

ば、救いの福音のことばを聞いて信じたとき、約束の聖霊が与えられました。その聖霊によ

って証印を押されたのです。それは、私たちがどんなことがあっても天の御国を受け継ぐこ

とができるという保証です。人間の約束ならば、状況が変われば契約も破棄されるというこ

ともあるかもしれませんが、神であられる聖霊様が保証しておられるのであれば、どんなこ

とがあっても大丈夫です。救いを失うことは絶対にありません。イエス様を信じる者はだれ

でも救われ、天国に行くことができるのです。聖霊によってその証印が押されています。私

たちはいい加減なもので、イエス様を信じてからも罪を犯すような弱い者ですが、それでも

救いを失うということは決してありません。罪を悔い改めて神に立ち返るなら、神はどんな

罪でも赦してくださるのです。 

 

アメリカ人女性が作った詩で「あしあと」という詩があります。 

「ある夜、私は夢を見た。私は、主とともに、なぎさを歩いていた。 

暗い夜空に、これまでの私の人生が映し出された。 

どの光景にも、砂の上に二人のあしあとが残されていた。 

一つは私のあしあと、もう一つは主のあしあとであった。 

これまでの人生の最後の光景が映し出されたとき、 

私は砂の上のあしあとに目を留めた。 

そこには一つのあしあとしかなかった。 

私の人生でいちばんつらく、悲しいときだった。 

このことがいつも私の心を乱していたので、私はその悩みについて主にお尋ね 

した。「主よ。私があなたに従うと決心したとき、あなたは、すべての道にお 

いて私とともに歩み、私と語り合ってくださると約束されました。 

それなのに、私の人生の一番辛いとき、一人のあしあとしかなかったのです。 

一番あなたを必要としたときに、 

あなたがなぜ私を捨てられたのか、私にはわかりません」 

主はささやかれた。 

「私の大切な子よ。私はあなたを愛している。 
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あなたを決して捨てたりはしない。ましてや、苦しみや試みのときに。 

あしあとが一つだったとき、私はあなたを背負って歩いていた。」 

(「あしあと」マーガレット・Ｆ・パワーズ) 

 

何度か紹介したことがある詩です。何度読んでも励まされます。なぜなら、ここには変わ

らない神の真実が描かれているからです。私たちは感情的なもので、状況によって主が共に

いてくださると喜んでみたり、どこかへ行ってしまったと悲しんだりすることがあります

が、主は決して約束を反故にすることはされません。すべての道においてともに歩まれると

約束された方は、どんなことがあっても離れることはないのです。なぜなら、聖霊によって

証印を押してくださったからです。聖霊による愛の関係は、決して絶えることがないのです。

愛は死のように強いからです。 

 

ところで、ここには「ねたみはよみのように激しいからです」ともあります。愛は死のよ

うに強いというのはわかりますが、ねたみはよみのように激しいとはどういうことでしょ

うか。愛とねたみは相いれないものように感じます。それは愛の裏側には常にねたみがある

ということです。愛とねたみは表裏一体なのです。愛が強ければ強いほど、ねたみも激しく

なります。神は愛ですが、同時にねたむ方でもあります。出エジプト記 20章 5節には、「あ

なたの神、主であるわたしは、ねたみの神。」とあります。ここで主ははっきりと「主であ

るわたしはねたむ神」と言っています。また、出エジプト記 34 章 14 節でも、「あなたは、

ほかの神を拝んではならない。主は、その名がねたみであり、ねたみの神であるから。」と

あります。神はねたみの神なのです。 

 

しかしそれは私たちが抱くようなねたみとは違います。一般に「ねたむ」とは、他人が自

分よりも優れた状態である時、それを羨ましく思ったり、憎らしく思うことで、罪の中の一

つに数えられているものです。事実、愛の賛歌として有名なⅠコリント 13章 4節には、「愛

は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。」とあります。愛はねたまないので

す。それなのにここには、ねたみはよみのように激しいとあります。それは神のねたみは私

たち人間が抱くねたみと違って、ご自分にのみ帰せられる愛とか栄光を、だれかほかのもの

に与えられる時に抱く思いのことです。ですから新共同訳ではここを「熱情は陰府のように

酷い。」と訳しているのです。 

 

私の二番目の娘が 3歳の頃、屋内プールに連れて行ったことがありました。私は紺の水泳

パンツと黒いキャップ、それに黒いゴーグルを着けていました。しかし、ちょっと疲れたの

でプールサイドに腰かけて休憩していたら、何を血迷ったのか、娘が急に「お父さん!」と

叫んでプールに向かって走り出し、そのまま勢いよくジャンプしたのです。もちろん、その

まま沈んでいきました。遠くから見ていた私は「なんだ!」と思いながら娘を救出しようと
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近寄ると、そこに私と全く同じ格好をしていた男性がいたのです。娘はそれを私と勘違いし

て思いっきり飛び込んだのです。焦ったのはその男性の方でした。いったい何が起こったの

かを理解できず、しかしこのままでは小さな女の子が溺れるのではないかと思って、必死で

救出してくれました。 

「すいません。なんだか私と間違えたみたいです」と言ってその場を後にしましたが、私

の中には少し複雑な気持ちがありました。「おいおい、お父さんはボクだよ。知らない人に

行っちゃだめだよ!」と。 

そのときですが、神様の気持ちをちょっと理解できたような気がしました。私たちは神に

よって造られた者です。それなのに、神ではない他の神々に走っていくことがあるとしたら、

神はねたまれるのではないかと。そうなんです、愛とねたみは表裏一体であって、本当の愛

にはねたみが伴うのです。 

 

そのねたみはよみのように激しいのです。「よみ」とはヘブル語で「シェオル」と言いま

す。死んだ人が行くところです。ですから、これも死のように激しいと同じことなのです。

愛は死のように強く、ねたみはよみのように激しいからです。それほど花嫁の花婿に対する

愛が燃えているということです。その炎は火の炎、すさまじい炎です。それはひとえに花婿

の愛がそれほどまでに強く、激しいからです。「神は、実に、そのひとり子をお与えになっ

たほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、一人として滅びることなく、永遠のいの

ちを持つためである。」(ヨハネ 3:16)これが愛です。神は、それほどに、あなたを愛された

のです。 

 

それは私たちに対する神の熱情の表れです。その炎は火の炎であり、すさまじい炎です。

あなたはそれほどまでに愛されているのです。神はあなたのことを片時も忘れたことはあ

りません。私たちは平気で神様を裏切り、神様そっちのけで自分のことばかり気になって、

とにかく我力で、自分勝手に生きているような者ですが、神は違います。神の愛は死のよう

に強く、よみのように激しいのです。私たちは、そんな愛で愛されているのです。ですから

私たちは、この花嫁のように、たとえ死んでも解かれることのないような強い愛であなたの

胸に刻んでくださいと応答したいです。封印のように、あなたの腕に押印してください、と

強く願う者でありたいと思うのです。 

 

Ⅲ．大水もその愛を消すことができません(7) 

 

最後に、7 節をご覧ください。「大水もその愛を消すことができません。奔流もそれを押

し流すことができません。もし、人が愛を得ようとして自分の財産をことごとく与えたなら、

その人はただの蔑みを受けるだけです。」 
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その愛は炎のように燃える、すさまじい愛でした。そのような愛は大水でも消すことがで

きません。この「大水」という言葉は、創世記 6章 17節では「大洪水」と訳されています。

それはノアの箱舟の大洪水のことです。地球がすべて覆われるような大水でも消すことは

できないということです。あの東日本大震災では、測り知れないほどのパワーがある津波が

東北の太平洋沿岸部を襲いました。それは町々村々をまるごと吞み込むほどのパワーでし

た。しかしそれほどの大水をもってしても、神の愛を消すことはできないのです。 

 

「奔流もそれを押し流すことはできません。」「奔流」とは、第三版では「洪水」と訳して

いますが、これは支流に対する奔流のことです。ちょろちょろと流れるような川ではありま

せん。ゴーゴーと音を立てて勢いよく流れる川、それが奔流です。その奔流さえも押し流す

ことができません。つまり神の愛は最強であるということです。 

 

Ⅰコリント 13章 13節には、「こういうわけで、いつまでも残るのは信仰と希望と愛、こ

れら三つです。その中で一番すぐれているのは愛です。」とあります。 

いつまでも残るものは、信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれているのは愛です。愛

はいつまでも残ります。何があっても愛だけは残るのです。私たちはこのことを覚えておき

ましょう。愛は何をもってしても押し流すことはできません。すべてを失ったとしても残る

のです。愛する家族を失い、自分の家を失い、仕事を失い、何もかも失ったとしても、神の

愛を失うことは決してありません。いつまでも残るのは信仰と希望と愛です。その中で最も

すぐれているのは愛なのです。 

 

あなたが人生に行き詰ったとき、どうしたらいいかわからなくなったとき、この聖書の箇

所を読んでください。この箇所を読むだけで神から愛の力が与えられ、すべての迷いが吹っ

飛んでいきますから。それはローマ 8章 28～39節のみことばです。 

「神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にしたがって召された人たちのためには、す

べてのことがともに働いて益となることを、私たちは知っています。神は、あらかじめ知っ

ている人たちを、御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められたのです。それは、多くの兄

弟たちの中で御子が長子となるためです。神は、あらかじめ定めた人たちをさらに召し、召

した人たちをさらに義と認め、義と認めた人たちにはさらに栄光をお与えになりました。で

は、これらのことについて、どのように言えるでしょうか。神が私たちの味方であるなら、

だれが私たちに敵対できるでしょう。私たちすべてのために、ご自分の御子さえも惜しむこ

となく死に渡された神が、どうして、御子とともにすべてのものを、私たちに恵んでくださ

らないことがあるでしょうか。だれが、神に選ばれた者たちを訴えるのですか。神が義と認

めてくださるのです。だれが、私たちを罪ありとするのですか。死んでくださった方、いや、

よみがえられた方であるキリスト・イエスが、神の右の座に着き、しかも私たちのために、

とりなしていてくださるのです。だれが、私たちをキリストの愛から引き離すのですか。苦
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難ですか、苦悩ですか、迫害ですか、飢えですか、裸ですか、危険ですか、剣ですか。こう

書かれています。「あなたのために、私たちは休みなく殺され、屠られる羊と見なされてい

ます。」しかし、これらすべてにおいても、私たちを愛してくださった方によって、私たち

は圧倒的な勝利者です。私はこう確信しています。死も、いのちも、御使いたちも、支配者

たちも、今あるものも、後に来るものも、力あるものも、高いところにあるものも、深いと

ころにあるものも、そのほかのどんな被造物も、私たちの主キリスト・イエスにある神の愛

から、私たちを引き離すことはできません。」 

神が私たちの味方であるなら、だれも私たちに敵対することはできません。私たちすべて

のために、ご自分の御子さえも惜しむことなく死に渡された神が、どうして、御子とともに

すべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがあるでしょうか。大水もその愛を消す

ことはできません。奔流もそれを押し流すことはできないのです。神の愛はそれほどパワフ

ルなものです。あなたはこの愛を受けているのです。 

 

ただ一つだけ注意が必要です。それはこの愛をどのようにして得るのかということです。

7 節の後半をご覧ください。ここには、「もし、人が愛を得ようとして自分の財産をことご

とく与えたなら、その人はただの蔑みを受けるだけです。」とあります。どういうことでし

ょうか。 

神の愛はお金で買えるようなものではないということです。また、私たちの行いによって

得られるものでもありません。私はこれだけ献金したのだから神は愛してくれるに違いな

いと思ったら大間違いです。私はこれだけ奉仕したんだから愛されて当然だと思っている

としたら蔑みを受けることになります。もし人が愛を得ようとして自分の財産をことごと

く与えるなら、その人はただの蔑みを受けるだけです。必ず期待はずれに終わってしまいま

す。 

 

では、どうしたらいいのでしょうか。神の一方的な恵み受け入れるということです。私た

ちが何かをしたからではありません。何もしなくても、神はあなたを愛しておられます。そ

の愛をただ感謝して受け取るだけでいいのです。そうすれば、神の愛があなたを覆ってくだ

さいます。 

 

じゃ、何もしなくてもいいんですか。聖書を読まなくても、祈らなくても、教会に行かな

くても、献金しなくても・・。いいのです。あなたが神の愛を受けるのは、神の一方的な恵

みによるのですから、あなたが何をしたかなんて関係ないのです。ただ誤解しないでいただ

きたいのは、本当の意味であなたが神の愛を受けたのであれば、当然、教会に行くたくなり

ますし、神からのラブレターである聖書を読んだり、祈ったりしたくなるはずです。喜んで

神様のために自分をささげたいと思うはずなのです。もしそうでないとしたら、本当にあな

たが神の愛を受けているのかどうかを点検しなければなりません。私たちが良い行いをす
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るのは神の愛を受けるためではなく、神に愛されたから、神の愛を受けたからであるという

ことを覚えておかなければならないのです。 

 

但し、あなたがもっと積極的に神の愛を受けたいと思うなら、どうぞ御言葉を読んでみて

ください。祈ってみてください。礼拝や祈祷会に足しげく通ってみてください。礼拝を絶や

さないでください。そうすれば、神の愛はもっとあなたに迫ってくるでしょう。神の愛がど

のようなものであるかがわかるようになります。花婿イエスは、あなたのためにすべてを投

げ捨ててあなたを獲得してくださったのですから。 

 

大水もその愛を消すことができません。奔流も押し流すことができません。その愛を与え

てくださった主に感謝しましょう。そして、いつも喜び、絶えず祈り、すべてのことについ

て感謝しましょう。これが、キリスト・イエスにあって神があなたがたに臨んでおられるこ

とです。 

 

最後に、エペソ 3章 16～19節のみことばを読んで祈りたいと思います。「どうか御父が、

その栄光の豊かさにしたがって、内なる人に働く御霊により、力をもってあなたがたを強め

てくださいますように。信仰によって、あなたがたの心のうちにキリストを住まわせてくだ

さいますように。そして、愛に根ざし、愛に基礎を置いているあなたがたが、すべての聖徒

たちとともに、その広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解する力を持つように

なり、人知をはるかに超えたキリストの愛を知ることができますように。そのようにして、

神の満ちあふれる豊かさにまで、あなたがたが満たされますように。アーメン。」 

あなたがその愛の広さ、長さ、高さ、深さがどれほどであるかを理解する力を持つことが

できるようになり、人知をはるかに超えたキリストの愛を知ることができるお祈りします。 


